基礎医学の振興について by 石川 隆俊
一　117　一
東医大誌　55（2）：117，1997
基礎医学の振興について
　東京大学医学部長
石　川　隆　俊
　医学は本来応用の科学であり，人類を生・病・老・死のサイクルの中にあって少しでも苦痛を和
らげ，またそのサイクルを延長することが医学に奉仕するものへの社会的要請であります．それを
支える基礎医学の重要性については言を待ちませんが，基礎医学を担う人材の育成については現在
容易ではないことも事実であります．民間企業にたとえれば中央研究所に相当する基礎医学教室が
昨今の医学生からみて自分達とは直接縁のない世界に映っているように思われます．日本では高等
学校から直i接医学部に入学しますので，かなりの学生が入学時には基礎医学に関心を示しているの
は事実ですが，卒業が近づくと臨床志向が高まるのが現実です．米国においては，カレッジを終え
てボランティア活動等を経験してから20代の半ば頃医学部に入りますので，医師志望は更に強く，
基礎医学，いわゆるM．D．，　Ph．D．研究者に進む者は極めて少数であります．基礎を選択すること
をためらう理由を問うてみると，基礎医学で成功出来るのかどうか自信が持てないという答えが多
く，昨今の学生気質を見る気がいたします．昔のように基礎では食えないからという理由は少ない
ように思えます．このまま行きますと医学研究だけでなく基礎医学教育に困難な事態が生じかねま
せん．勿論我々基礎医学者にとって学生に基礎医学の面白さ，魅力を身をもって教える努力に不足
があったのではないか反省も必要であります．一方米国などでは世界をリードする先端的研究が，
今や医学系以外の出身者によって担当されていることは注目に値します．米国の基礎系の研究室で
は医者と理学系の研究者が上手に住み分けており，特に理学系の研究者が医学的知識に通暁してい
ることに驚かされます．我が国の理学系研究者は自分の専門知識には優れていても，医学の基礎ト
レーニングの不足が時に指摘されております．我が国でも医学系以外の優れた出身者を積極的に医
学部に招き入れる努力が今後ますます必要であると考えます．その際医学部で一般的な医学教育を
行うことにより幅広い視野に立って教育，研究を担当できる人材を育成する必要があります．この
目的のために，一部の大学で既に行われている他学部出身者の為の2年間の医学修士コース，ある
いは基礎医学者だけ養成するM．D．，　Ph．D．コースの創設等が急務であります．基礎医学者であっ
ても医学に奉仕する以上，医の倫理，豊かな人間性を含め，医学的背景のもとにはじめて質の高い
全人的な研究が達成されることは言うまでもありません．
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